
これまでの料金見直しの評価

１．全国料金の見直し（H26）の評価

２．首都圏料金の見直し（H28）の評価

資料６



１．全国料金の見直し（H26）の評価
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１－１．料金水準の見直し



全国料金の見直し（平成２６年～）
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＜伊勢湾岸道路並108.1円/kmを基本＞

＜現行普通区間24.6円/kmを基本＞

注：料金水準については、普通車の場合

＜現行水準を維持＞

※料金水準引き下げの対象はＥＴＣ利用車に限定し、期間は当面10年間とする

○ 平成２６年４月より３つの料金水準を導入し、｢整備重視の料金｣から｢利用重視の料金｣へ移行。
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本四高速の交通量の変化
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5,000 出口交通量 収入

利用交通量
（万台）

H10.4～H15.7 H15.7～H21.3 H26.4～R元.9H21.3 ～H26.3 R元.10～R6.3

西瀬戸
自動車道
普通車料金

平日
ETC 5,250円 4,440円 2,350円、3,290円※ 2,890円 2,950円

休日
ETC 5,250円 4,440円 1,000円～2,350円 2,260円 2,310円

※時間帯により割引率が異なる

料金収入
（税抜：億円）

○利便増進事業による割引（休日上限1,000円等）により、平成21年より交通量が大幅に増加。
平成26年4月以降の全国共通料金適用後も徐々に増加しており、令和元年度の出口交通量は4,420万台。

○交通量は大幅に増加しているが、令和元年度の料金収入は平成25年度とほぼ同等。

消費増税

全国共通料金適用

休日1,000円等
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○本四間のフェリー航走台数は、本四間の高速道路料金の引き下げにより大きく減少。
○平成26年の料金見直し以降は横ばいとなっている。

H21.4 竹原～波方廃止

（出典）「四国における運輸の動き」（四国運輸局）

H21.6 阿賀～堀江廃止

H20.8 福山～多度津廃止

H23.4 大阪～松山～大分 松山寄港廃止

H17.6 大阪～高知廃止

H16.4 大阪～足摺休止

H24.10 大阪～新居浜～東予廃止

R元.12
宇野～高松休止

バス・乗用車

トラック

休日1,000円等

全国共通料金適用

減少



関門橋・関越トンネル等の交通量の変化

○H26.4見直し時に料金水準を普通区間水準まで引き下げた各路線について、交通量は増加傾向。

路線

断面交通量
[台/日] 変化率

（R元/H25）

高速自動車国道の
変化率（R元/H25）

との比較※１
備考

H25 R元

広島岩国道路 36,097 37,484 1.04 1.08

阪和道（海南～有田） 35,401 35,784 1.01 1.05

中央道（恵那山トンネル） 28,654 24,364 0.85 0.88 ※２

東海北陸道（飛騨トンネル） 7,874 8,363 1.06 1.10

関越道（関越トンネル） 17,016 17,008 1.00 1.04

関門橋 38,845 39,219 1.01 1.05

＜料金水準が変更となった路線＞

＜高速自動車国道（普通区間：24.6円/km）＞（H26.4で変更なし）

平均断面交通量[台/日] 変化率
（R元/H25）

備考
H25 R元

25,852 24,899 0.96
R元年度末は新型コロナウイルス

感染症の影響により交通量減

（参考）
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※１：当該路線のR元/H25値を、高速自動車国道（普通区間）のR元/H25値で割った値
※２：新東名高速がH24.4より順次供用

H26.6圏央道（相模原愛川-高尾山）開通により、中央道-東名が接続

断面交通量
[台/日] 変化率

（R元/H25）
H25 R元

並行一般道に
トラカンデータなし

26,575 23,393 0.88

44,059 42,717 0.97

6,079 5,701 0.94

1,848 1,693 0.92

28,290 26,974 0.95

（並行一般道）



１－２．料金割引
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H26.4料金割引の見直しについて
＜基本的な考え方＞

＜H25年度以前の内容＞ ＜H26年度以降の内容＞

○国土幹線道路部会の中間答申を踏まえ、
・実施目的を明確にした上で、効果が高く重複や無駄のない割引となるよう見直し
・生活対策、観光振興、物流対策などの観点を重視しつつ、高速道路の利用機会が多い車に配慮

＜平日朝夕割引＞

・並行する一般道における通勤時間帯の混雑緩和のため、地方部の高速道路を通勤時間帯に多頻度利用する車を対象に割引

＜マイレージ割引＞

・高速道路を利用する機会が多い車の負担軽減のため、ETCシステムによる利用実績に応じて還元

＜休日割引＞

・観光需要を喚起し、地域活性化を図るため、地方部の高速道路を利用する車を対象に割引

＜大口・多頻度割引＞

・主に業務目的で高速道路を利用する機会が多い車の負担軽減のため、利用実績に応じて還元

＜深夜割引＞

・一般道の沿道環境を改善するため、深夜に利用する車を対象に割引

観光振興

物流対策

環境対策

生活対策

見直し
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①深夜割引
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深夜割引の評価（並行一般道の環境）
○H26.4料金割引見直しの前後で、深夜割引適用時間帯における高速道路の交通量は減少し、

それと同等程度並行一般道の交通量も減少した。特に中型車以上について、並行一般道に
おいてH25年からの交通量の減少率が大きい。

○また、夜間における並行一般道環境は、交通量減の影響もあり改善している。

○高速道路と並行する一般道の
交通量変化（H25.11/R元.11）

○高速道路と並行する一般道の騒音環境（H30年度データ）
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・トラカンデータより、高速道路および並行一般道に
ついて全国152カ所を集計

・H25年11月はH25.11.1～H25.11.30を集計、
R元年11月はR元.11.1～R元.11.30を集計

※増減率は、R元年値のH25年値からの増減率

※「幹線交通を担う道路に近接する空間」について集計
※「幹線交通を担う道路」…高速自動車国道、都市高速道路、

一般国道、都道府県道、４車線以上の市区町村道
※「幹線交通を担う道路に近接する空間」…次の車線数の区分に

応じ道路端からの距離により範囲が特定される。
・２車線以下の車線を有する幹線交通を担う道路…15メートル
・２車線を超える車線を有する幹線交通を担う道路…20メートル

出典：自動車交通騒音の状況について（環境省）

単位（住居等戸数[千戸]、戸数割合[%]）

計4.6%
（対H25 ▲1.7%）

計17.1%
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深夜割引に関する課題① （本線料金所前の滞留）

○中型車以上について、０時前に深夜割引適用待ちの車両が滞留し、車線を閉塞。

＜東京本線料金所（東名・出口）＞

○料金所通過台数（R元年度実績）

○東京本線料金所前の滞留状況
（R2.9.17（木）撮影）

23:55 24:08本線料金所
本線料金所

走行車線に停車
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＜吹田本線料金所（中国道→近畿道・出口）＞
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深夜割引に関する課題② （本線料金所付近のSA/PAでの滞留）

○中型車以上について、深夜割引適用待ちの車両が本線料金所付近のSA・PAに滞留。

＜海老名SA（上）の例＞

○時間帯別流出台数（R元.6実績）

0時に近づくにつれ
増加する傾向

5分ごと集計
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深夜割引適用時間帯
深夜割引適用時間帯

深夜割引
適用時間帯



深夜割引に関する課題② （本線料金所付近のSA/PAでの滞留）

○物流車両について、深夜割引適用待ちの車両が23時過ぎ頃からSA/PAに滞留。

＜海老名SA（上）の例＞

○SA内駐車状況（R2.10.22（木）撮影）

（23:00） （23:30） （24:00）

（23:15） （23:45） （24:30）

○SA出口ランプ状況（R2.10.22（木）撮影）

ますに駐車できないため
通路に駐車している

SA出口ランプ上に
駐車車両が見られる

車線に駐車する車両を避けて
走行する必要

0時に近づくと流出車両が増加する

0時を超えるとSAからの
流出車両は減少する
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0時に近づくと左記車両が流出する 駐車ますの車両も流出する
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深夜割引に関する課題③ （深夜時間帯以外の走行への適用）

○深夜割引適用車両の走行時間帯について、深夜時間帯の走行分が約４割となっており、
残り６割は深夜時間帯以外の走行への適用となっている。
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①全時間帯 ②0～4時走行 割合（②/①）

普通車以下 230,505 127,166 55.2%

中型車以上 770,910 296,975 38.5%

全車種 1,001,415 424,141 42.4%

・R元.11月における深夜割引適用車両（NEXCO管内）について、
深夜時間帯（0～4時）以外における、時間帯ごと走行台数を集計

○深夜割引適用車両の時間帯ごと走行台数

55.2%

38.5%

（単位：台／日平均）

深夜割引適用時間帯

深夜割引適用時間帯



②平日朝夕割引

15



・H31年4月のETCデータより分析
・H31年4月における利用上限回数は40回（平日20日・往復）
・車両1台につき利用カードは1枚として整理
※月利用回数５回以上で平日朝夕割引が適用

○月20回以上（軽自動車等・普通車）の利用割合は、平日朝夕割引適用車両（月5回以上利用）
のうち、利用台数ベースで13%、利用回数ベースで31%にとどまっており、通勤目的トリップの
高速道路への転換に対する効果は限定的である。

○なお、中型車以上の平日朝夕割引適用車両のうち、約８割が、大口・多頻度割引※の対象と
なるETCコーポレートカードを利用。

平日朝夕割引の評価（車種・利用回数別割合）
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（※平日朝夕割引と大口・多頻度割引は重複適用しない）

○割引適用車両における車種・利用回数別割合
（利用台数ベース）

＜軽自動車等・普通車＞
月利用回数5～9回

＜中型車・大型車・特大車＞
月利用回数5～40回計

43.4%
（599.9）

19.7%
（271.6）

11.8%
（162.9）

1.2%
（16.5）

23.9%
（330.3）

うちコーポレート利用の
割合は78.6%

＜軽自動車等・普通車＞
月利用回数10～19回

＜軽自動車等・普通車＞
月利用回数20～39回

＜軽自動車等・普通車＞
月利用回数40回

＜軽自動車等・普通車＞
月利用回数20回以上

13.0%
（179.4）

上段：利用台数割合
下段：利用台数[千台/月]

○割引適用車両における車種・利用回数別割合
（利用回数ベース）

＜軽自動車等・普通車＞
月利用回数5～9回

＜軽自動車等・普通車＞
月利用回数10～19回

＜軽自動車等・普通車＞
月利用回数20～39回

上段：利用回数割合
下段：利用回数[千回/月]＜中型車・大型車・特大車＞

月利用回数5～40回計

＜軽自動車等・普通車＞
月利用回数40回

26.7%
（4,221.5）

22.1%
（3,501.4）

23.1%
（3,654.8）

4.2%
（659.5）

23.9%
（3,789.3）

30.9%
（4,881.0）

＜軽自動車等・普通車＞
月利用回数20回以上

うちコーポレート利用の
割合は79.8%
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331
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88

86

69

63

59

58

48

44

41

43

名港潮見IC
東海J

名岐道路

○R元年（1月～12月）における平日朝夕の渋滞実績（交通集中に伴う渋滞）について、渋滞回数40回/年以上を集計
○渋滞発生時間が、平日朝夕割引適用時間帯（6時～8時59分および17時～19時59分）のものについて整理

○平日朝夕割引適用の大都市圏（中京圏）において、名神高速の一宮IC・一宮JCT付近、東名高速の
東名三好IC付近、名古屋第二環状の名古屋IC付近を中心に、高速道路も渋滞している。

・中京圏

平日朝夕割引に関する課題（通勤時間帯における高速道路の渋滞）
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※中京圏の新たな高速道路料金においては、平日朝夕割引について、
料金水準の統一による負担増などを考慮し、当面継続する方針

（R2.3.31：中日本高速道路会社に対して事業許可、名古屋高速
道路公社に対して料金認可）（中京圏以外の主な渋滞発生箇所）

・首都圏 圏央道（下）幸手IC先頭：92回、圏央道（上）久喜白岡JCT先頭：54回
・仙台都市圏 仙台南部道路（上）今泉IC先頭：10回、北九州・福岡大都市圏 九州道（上）太宰府IC先頭：79回

Ｃ

開 通 済（NEXCO路線）

事 業 中

調査中路線

平日朝夕の主な渋滞箇所

凡 例

開 通 済（その他）

（図中の数字は渋滞回数）
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0 20 40 60 80

時差出勤

短時間勤務

一時帰休

自宅での勤務

サテライトオフィス等での勤務

モバイルワーク

その他

特にない

5月調査

（緊急事態宣言中）

7月調査

10月調査

（参考）社会・生活様式の変化①（勤務形態の多様化）

○新型コロナウイルス感染症対策として、時差出勤や自宅での勤務（テレワーク）などの
柔軟な働き方が広がっている。

○それらの働き方は、緊急事態宣言解除後にも継続的に実施されている。

□働き方の変化
５月調査
（緊急事態宣言中） 特に変化

はない
４０．７%

大きく
変わった
２４．３%

多少
変わった
３５．０%

変わった
５９．３%

経済財政運営と改革の基本方針2020
～危機の克服、そして新しい未来へ～

令和２年７月17日 閣議決定

第３章 「新たな日常」の実現
（３）新しい働き方・暮らし方
① 働き方改革

働き方改革関連法の着実な施行を労働関係法令の
適正な運用を図りつつ取り組むとともに、感染症への対
応として広まったテレワーク等がもたらした、新たな働き
方やワーク・ライフ・バランスの取組の流れを後戻りさせ
ることなく最大限活かし、従業員のやりがいを高めるため
のフェーズⅡの働き方改革に向けて取組を加速させる。
労働時間の管理方法のルール整備を通じた兼業・副業
の促進など複線的な働き方や、育児や介護など一人一
人の事情に応じた、多様で柔軟な働き方を労働者が自
由に選択できるような環境を整備し、ＲＰＡの活用を含む
更なる生産性向上に向けた好循環を作り出す。あわせ
て、不本意非正規雇用の解消を図る。

テレワークの定着・加速を図るため、新たなＫＰＩを策
定するとともに、中小企業への導入に向けて、専門家に
よる無料相談対応や全国的な導入支援体制の構築など
各種支援策を推進する。さらに、事業場外みなし労働時
間制度の適用要件に関する通知内容の明確化や関係ガ
イドラインの見直しなど、実態を踏まえた就業ルールの
整備に取り組む。

（％）□柔軟な働き方の実施状況

公益財団法人日本生産性本部
「新型コロナウイルス感染症が組織で働く人の意識に及ぼす影響を調査」を用いて国土交通省が集計
対象者：20歳以上の日本の雇用者（就業者から自営業者、家族従業者等を除く）1,100名
５月調査：政府による緊急事態宣言の発出から約1か月後の5月11日（月）～13日（水）
７月調査：７月６日（月）～７日（火）
10月調査：10月５日（月）～７日（水）

緊急事態
宣言解除後

※緊急事態宣言解除後
18



（参考）社会・生活様式の変化②（勤務形態の多様化）

○新型コロナウイルスの感染予防対策として、週休３日制や、コアタイムのないフレックスタイム制
等を導入する企業もみられる。

新型コロナウイルス感染症と両立する経済活動の再加速に向けて
２０２０年７月１６日

一般社団法人日本経済団体連合会
新型コロナウイルス会議

２．感染症拡大に対する経団連のこれまでの取り組み
③ 感染予防対策ガイドラインの策定

政府が「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」にお
いて、事業者に感染防止ガイドラインの自主的策定を求めたことを
受け、5月14日、オフィスおよび製造事業場において業種横断的に対

応すべき事項を取りまとめた「新型コロナウイルス感染予防対策ガイ
ドライン」を策定・公表した。同ガイドラインは、緊急事態宣言が順次
解除されるにしたがい、「ウィズコロナ」時代に経済活動を再開してい
くうえでの指針として活用されている。

株式会社東芝（ニュースリリース2020年05月07日より抜粋）

週休３日制やコア無しフレックスタイム制等、接触機会を削減する施
策の導入を検討・実施

・在宅勤務が可能な業務に従事する従業員は原則として在宅勤務を
行うことを継続

・出社しなければならない業務に従事する従業員に対しては、週休３
日制（変形労働時間制）やコア無しフレックスタイム制等の接触機会
を削減する勤務制度の導入について検討・実施

カルビー株式会社（ニュースリリース2020年06月25日より抜粋）

新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえたニューノーマルの働き方
「CalbeeNewWorkstyle」を、２０２０年７月１日（水）から、オフィス勤務
者約８００人を対象に適用
・オフィス勤務者は、出社勤務ではなく、モバイルワークを原則
・フレックス勤務のコアタイムを廃止
・結果的に３０％前後の出社率を目安とする

株式会社ドワンゴ（ニュースリリース2020年06月29日より抜粋）
在宅勤務制度を7月1日より本格導入、恒久化へ対象者へ毎月2万円
の手当を支給決定

・今後、対象となる従業員は在宅勤務を基本とし、必要に応じて出社
する勤務形態

富士通株式会社（ニュースリリース2020年07月06日より抜粋）
ニューノーマルにおける新たな働き方「WorkLifeShift」を推進
・国内グループ従業員の勤務形態はテレワーク勤務を基本

・コアタイムのないフレックス勤務の国内グループ全従業員への適用
拡大

ヤフー株式会社（ニュースリリース2020年07月15日より抜粋）
2020年10月1日より、時間と場所に捉われない新しい働き方へと移行

・新しい働き方では、リモートワークの回数制限およびフレックスタイム
勤務のコアタイムを廃止します。

オフィスにおける新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン
２０２０年５月１４日

一般社団法人日本経済団体連合会
３．講じるべき具体的な対策
（３）通勤

・テレワーク（在宅やサテライトオフィスでの勤務）、時差出勤、
ローテーション勤務（就労日や時間帯を複数に分けた勤務）、変
形労働時間制、週休３日制など、様々な勤務形態の検討を通
じ、通勤頻度を減らし、公共交通機関の混雑緩和を図る。

・自家用車など公共交通機関を使わずに通勤できる従業員に
は、道路事情や駐車場の整備状況を踏まえ、通勤災害の防止
に留意しつつこれを承認することが考えられる。
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（参考）社会・生活様式の変化③（ＪＲにおける柔軟な運賃）

○ＪＲ東日本・西日本は、時間帯等により変動する柔軟な運賃の導入を検討している。

ピークの見直しという観点で運賃・料金の検討を行っている。ピークを下げることによって、
ピークに合わせていた要員や車両等のアセットに係るコストを下げることを検討している。まず
は、来年春にJREポイントを活用したオフピーク利用者への還元をしていく。その次のステップと

して、通常の定期券に加えてオフピーク定期券を設定することを検討している。オフピーク定期
券は割安に、その分通常の定期券は若干値上げを行うがトータルではニュートラル、運賃値上
げではないということで、早期に実現できるよう国交省と協議していく。また、現在の運賃制度
は国鉄時代の複雑な制度を引き継いでおり、よりシンプルでお客さまにもわかりやすい制度に
していきたいと考えている。これはシステム化を進めていく上でも効果があると考えている。い
ずれにしても、単純に運賃を値上げするというよりも、運賃をより柔軟な形にしていきたいという
考え方をベースに進めていく。

運賃は、総括原価方式の下での上限価格制により、上限の変更には認可が必要である。
従って、今の仕組みでは運賃の上げ下げは簡単にできる話ではない。今後、どういった形ででき
るのか、他社様等ともご相談させていただきながら、様々な検討を進めていきたい。検討にあ
たっては、時間帯のみならず、例えばお盆や年末年始等の多客期とそれ以外の閑散期における
料金のあり方なども含めて勉強していく。

ＪＲ東日本における運賃及び料金の引き上げについての考え方

出典： JR東日本 2021年3月期業績に関する説明会 主なQ&A
2020年9月17日

ＪＲ西日本における時間帯別運賃の考え方や検討状況

出典： JR西日本 2021年3月期第1四半期決算Web会議 主なQ&A
2020年7月31日 20



③休日割引
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2500

（▲7.2%）

（▲４.2%）

（＋2.1%）

（▲0.6%）

（＋7.7%）

（＋4.4%）

（▲0.1%）

（）内はＲ元/H25比較

休日割引の評価（利用台数）

○H26.4料金割引見直しの前後で、休日の普通車以下の地方部における利用台数に
ついて、短距離トリップが減少したが、長距離トリップが増加している。
なお、合計利用台数は同等程度となった。

○また、平均トリップ長は増加している。

【距離別利用台数（地方部）】

（休日・普通車以下（ETC））
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【平均トリップ長（地方部） 】

H25.7 R元.7 R元/H25比較

84 88 ＋5%

（単位：km）

※地方部を利用し、休日に入口料金所または出口料金所を通過
する、軽自動車等または普通車について集計

※車両1台につき利用カードは1枚として、カード枚数を集計



○休日割引適用の大都市圏（首都圏）において、中央道、東北道、東名高速等の放射高速道路の
上り方向を中心に、高速道路が渋滞している。

○この他、中京圏、近畿圏においても同様の渋滞が発生している。

休日割引に関する課題① （休日における混雑状況・首都圏）

幸手IC

61

つくば牛久IC

牛久阿見IC
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61
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70
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45

鹿沼IC

栃木IC

岩舟JCT 43
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41

栃木都賀JCT

41
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矢板IC

西那須野塩原IC

北関東道
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東京湾
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休日割引不適用区間

○R元年（1月～12月）における休日の渋滞実績（交通集中に伴う渋滞）について、渋滞回数40回/年以上を集計

アクアライン

凡例

休日の主な渋滞箇所

NEXCO大都市近郊区間
（休日割引不適用）

NEXCO大都市近郊区間
（休日割引適用）

首都高速

（図中の数字は渋滞回数）



・ 休日における普通車以下の観光関連トリップの割合は、５割程度に留まっているが、
全てのトリップに休日割引が適用されている。

休日割引に関する課題② （休日における目的別トリップ）

24

・H27道路交通センサス（自動車利用特性マスター）
・自家用の軽乗用車および乗用車を対象に集計
・休日の１日のトリップで高速道路を利用した車両のうち、

「観光・行楽・レジャー」目的で高速道路を利用したトリップ
を含む車両の割合を集計

○休日に高速道路を利用したトリップの目的別集計（H27センサス・普通車以下）

・H27道路交通センサス（自動車利用特性マスター）
・自家用の軽乗用車および乗用車を対象に集計
・休日に高速道路を利用したトリップの目的別構成比を集計
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3.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

平日 休日

目
的
別
構
成
比

出勤・登校

家事・買物

食事・社交・娯楽（日常生活圏内）

観光・行楽・レジャー（日常生活圏外）

その他私用（通院・習い事など）・送迎

荷物（貨物の運搬を伴わない／伴う業務）

帰社・帰宅

52.7%
47.3%

H27センサス

観光目的での高速道路利用をトリップに含む 含まない

観光目的

高速道路を利用した全トリップのうち、
観光目的のトリップ数は全体の31%程度

休日に観光目的で高速道路を利用した
トリップを含む車両の割合は、53%程度となる。

＜トリップ数ベース＞ ＜車両台数ベース＞

観光目的
以外



（参考）観光施設や公共交通機関等における休日等料金

○観光施設や公共交通機関等では、土日を含めたピーク期間は割高の料金を設定。

100 110

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

平日 休日

観光施設

東京スカイツリー

100 108 114

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

平日 休日 ピーク

ユニバーサル・スタジオ・ジャパン

※ 天望デッキ 当日券 大人料金 ※ 1デイ・スタジオ・パス 大人料金

新幹線

・閑散期の指定席特急料金は、通常期の
200円引き

・繁忙期は、通常期の200円増し

例）東京～新大阪
（のぞみ、指定席、片道）
閑散期：14,520円（▲200円）
通常期：14,720円（±0円）
繁忙期：14,920円（+200円）

2020年 12月

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31 

閑散期
通常期
繁忙期

航空機

100
110

30,000

34,000

38,000

42,000

通常期 ピーク期

東京（羽田）-札幌（新千歳）大人普通運賃（空港使用料を除く）

【ＪＡＬ】

100 104
109

116 121

30,000

34,000

38,000

42,000

46,000

FLEXD

（通常）

FLEXD

（ピーク）

FLEXC FLEXB FLEXA

【ＡＮＡ（空席予想連動運賃）】

空席が少なくなるにつれて
Ｄ⇒Ｃ⇒Ｂ⇒Ａと変動

宿泊料金

100
108

114

0

10,000

20,000

30,000

平日

（年平均）

休日前

（年平均）

ピーク

（8月休日前）

※総務省統計局 小売物価統計調査（動向編） 宿泊料調査

和室，1泊2食付き（税・サービス料込み）
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④大口・多頻度割引
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40.8 , 22.6% 45.9 , 21.0% 49.9 , 22.1% 53.3 , 23.2% 57.5 , 24.5% 60.2 , 25.0% 62.0 , 25.4%

48.5 , 26.8% 66.9 , 30.6% 72.7 , 32.1% 71.0 , 30.9% 70.4 , 30.0% 70.8 , 29.4% 70.5 , 28.9%

71.7 , 39.7% 85.9 , 39.4% 83.7 , 37.0% 86.2 , 37.5% 88.7 , 37.8% 92.6 , 38.5% 95.6 , 39.1%

19.7 , 10.9% 19.5 , 8.9% 19.8 , 8.7% 19.1 , 8.3% 18.1 , 7.7% 17.2 , 7.2% 16.1 , 6.6%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

収
入
割
合

ETCコーポレートカード ETCカード（マイレージ登録あり） ETCカード（マイレージ登録なし） 現金等

258, 64.1% 264, 67.7% 278, 70.0% 293, 71.0% 300, 71.8% 308, 71.7% 316, 72.2%

84, 20.9%
81, 20.8% 76, 19.0% 74, 18.1% 72, 17.3% 74, 17.3% 72, 16.5%

60, 15.0% 45, 11.4% 43, 10.9% 45, 10.9% 46, 10.9% 47, 11.0% 49, 11.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

利
用
台
数
比
率

大口・多頻度 マイレージ 利用なし

大口・多頻度割引の評価（利用状況）

○H25年度と比較して、大口・多頻度割引の利用台数割合は微増傾向（＋8.1ポイント）。
○ETCコーポレートカードからの収入割合も同様の傾向を示している。

○中型車以上（ETC車）の頻度系割引の利用状況（利用台数比率）

○総収入に占める収入割合の推移

27

単位：（利用台数[百万台] , 利用台数比率）

＋8.1ポイント

微増傾向

※ETC明細データより集計（NEXCO3社）
※出口取扱台数を計上

※料金収入の額は営業データより算出

単位：（収入[百億円] , 収入割合）



⑤マイレージ割引

28



40.8 , 22.6% 45.9 , 21.0% 49.9 , 22.1% 53.3 , 23.2% 57.5 , 24.5% 60.2 , 25.0% 62.0 , 25.4%

48.5 , 26.8% 66.9 , 30.6% 72.7 , 32.1% 71.0 , 30.9% 70.4 , 30.0% 70.8 , 29.4% 70.5 , 28.9%

71.7 , 39.7% 85.9 , 39.4% 83.7 , 37.0% 86.2 , 37.5% 88.7 , 37.8% 92.6 , 38.5% 95.6 , 39.1%

19.7 , 10.9% 19.5 , 8.9% 19.8 , 8.7% 19.1 , 8.3% 18.1 , 7.7% 17.2 , 7.2% 16.1 , 6.6%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

収
入
割
合

ETCコーポレートカード ETCカード（マイレージ登録あり） ETCカード（マイレージ登録なし） 現金等

679, 38.0%
785, 45.3% 775, 44.0% 755, 42.6% 730, 41.3% 714, 40.6% 698, 39.6%

82, 4.6%
97, 5.6% 115, 6.5% 124, 7.0% 130, 7.3% 129, 7.4% 128, 7.3%

1,025, 57.4%
853, 49.2% 871, 49.5% 894, 50.4% 907, 51.3% 915, 52.0% 936, 53.1%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

利
用
台
数
比
率

マイレージ 大口・多頻度 利用なし

マイレージ割引の評価（利用状況）

○H25年度と比較して、マイレージ割引の利用台数割合は微増している（＋1.6ポイント）が、
ここ数年は減少傾向にある。

○ETCカード（マイレージ登録あり）からの収入割合も同様の傾向を示している。

○普通車以下（ETC車）の頻度系割引の利用状況（利用台数割合）

※ETC明細データより集計（NEXCO3社）
※出口取扱台数を計上

＋1.6ポイント

微減傾向

29

単位：（利用台数[百万台] , 利用台数比率）

○総収入に占める収入割合の推移

微減傾向

※料金収入の額は営業データより算出

単位：（収入[百億円] , 収入割合）



２．首都圏料金の見直し（H28）の評価
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２－１．料金水準の見直し
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首都圏内の料金水準の整理・統一

千
葉
東
金
道
路

第
三
京
浜

京
葉
道
路

圏
央
道

横
浜
横
須
賀
道
路

首
都
高
速
道
路

中
央
道
均
一
区
間

埼
玉
外
環

36.6注1

※１

※１

※２

［29.52］注2

高速自動車国道
（大都市近郊区間）

※１ 物流への影響等を考慮し、上限料金を設定するなど激変緩和措置を実施
（ただし、京葉道路は、地域内料金は据え置き）

※２ 千葉県内の高速ネットワーク（千葉外環、圏央道（松尾横芝～大栄））の概成後に整理

注1） 高速自動車国道（大都市近郊区間）は、東名高速の例
注2） 消費税及びターミナルチャージを除いた場合の料金水準

円/km円/km

[24.6]注2

高速自動車国道
（普通区間）

普通車
全線利用

普通車
全線利用

43.2 44.0

（海老名～
久喜白岡）

15.7

20.4
24.8

32



円/km

普通車

25.8

10.8

20.7 高速自動車国道
（普通区間）

円/km

普通車

36.6注1

［29.52］注2

高速自動車国道
（大都市近郊区間）

利用距離 5km 10km 24km 36km 45km 86km
旧料金 510円 610円 930円 930円 930円 930円

対距離 320円 480円 930円 1,310円 1,600円 2,900円

現料金
330円

（320円）
490円

（480円）
940円

（930円）
1,320円

（1,300円）
1,320円

（1,300円）
1,320円

（1,300円）

区間例
渋谷

～霞が関
(5.1km)

永福
～霞が関
(11.0km)

西池袋

～空港西
(24.6km)

美女木JCT
～京葉道路
(36.3km)

美女木JCT
～東関東道
(44.5km)

並木～
さいたま見沼

(86.6km)

102

61

28.9

15.1

［24.6］注2

注1） 高速自動車国道（大都市近郊区間）は、東名高速の例
注2） 消費税及びターミナルチャージを除いた場合の料金水準
注3) 下限料金を普通車の場合300円に設定
※旧料金、対距離は消費税率8％
※現料金上段は消費税率10％（R元.10以降の料金）

下段（）は消費税率8％（H28.4-R元.9までの料金）

①首都高速の料金について
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①首都高速における対距離料金の導入

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70

1,320

300
下限料金

930

510

上限料金

(km)

（円）

（注）普通車（ETC車）の例
※旧料金は消費税率8％
※現料金上段は消費税率10％（R元.10以降の料金）

下段（）は消費税率8％（H28.4-R元.9までの料金）

物流への影響や非ETC車

の負担増などを考慮して、
当面、上限料金を設定

34

（1,300）

（300）

旧料金（H24.1.1～H28.3.31）

現料金（H28.4.1～）



695

1,629 1,585 1,569

1,213

930

684

348
441

928

2,031

1,791
1,678

1,268

901

616

274

442

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

0～6km 6～12km 12～18km 18～24km 24～30km 30～36km 36～42km 42～48km 48km～

H27年度 R元年度

短トリップ（0～30km）
5%～34%増加

長トリップ（30km超）
▲21%～0%

利用台数（百台/日）

利用距離

①首都高速の利用の変化

※利用台数は、営業データ、ETCデータによる集計
※各年度11月の全日平均を比較

全線

○首都高速の利用台数 ○首都高速の距離帯別利用台数

97.6 
103.3 

0

20

40

60

80

100

120

H27年度 R1年度

（万台/日）

35

○ 首都高速全体の利用台数は約６％増加（特に、短距離利用が増加に寄与）。

※ETCデータによる集計

※各年度11月の全日平均を比較
※料金は普通車（ETC車）の例

1,320円

930円

現料金

旧料金

300円

500

1,000

1,500

2,000

2,500
料金（円）

510円
横ばい

+34%

+25%

+13%

+7%

+5%

▲3%

▲10%

▲21%

R元年度



②第三京浜の料金の見直し

保土ヶ谷 都筑 京浜川崎 玉川港北

（首都高速）

（横浜新道）

① 保土ヶ谷⇔玉川（16.4km)

現料金

390円
（390円）

旧料金 対距離

260円
680円
(+420円）

② 保土ヶ谷⇔港北 (5.6km)

現料金

130円
（130円）

旧料金 対距離

100円
340円
(＋240円）

③ 港北⇔京浜川崎 (8.6km)

旧料金 対距離

160円
440円
(＋280円）

現料金

210円
（200円）

①
②

③

36

○ 高速自動車国道の大都市近郊区間の料金水準を基本としつつ、当面、激変緩和措置として高速自
動車国道の普通区間を目安に、全線を利用した場合の料金を390円とした。

○ 他区間や他車種の料金は、普通車の全線料金をもとに距離・車種間比率に応じて設定。

※料金は普通車の例
※旧料金、対距離は消費税率8％
※現料金上段は消費税率10％（R元.10以降の料金）

下段（）は消費税率8％（H28.4-R元.9までの料金）

つづき



80,827 79,393 79,373 79,910 78,467 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

99,933 107,707 104,706 111,104 105,717 

0
20,000
40,000
60,000
80,000

100,000
120,000

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

65,933 65,811 65,853 65,378 64,124 

0
20,000
40,000
60,000
80,000

100,000
120,000

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

91,667 87,610 88,959 88,970 87,175 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

〔a〕第三京浜（保土ケ谷～玉川）

〔a〕 第三京浜（都筑－港北間の断面）

②第三京浜の料金の見直しの評価

37

H27年度比▲約5%
都筑

港北

〔c〕東名高速
（横浜青葉～横浜町田）

〔d〕首都高速横羽線
（大師JCT～浜川崎）

〔b〕国道246号（久地）

※各年度11月の全日平均を比較
※トラカンデータによる集計

〔c〕 東名高速（横浜青葉－横浜町田間の断面）

〔b〕国道246号（久地付近の断面）

〔d〕 首都高速横羽線（大師JCT－浜川崎間の断面）

渋滞多発区間

10kmの渋滞が週1回以上発生

する程度に相当

（2019年1月～12月の実績）

260円→390円
（390円）

（16.4km）

玉川

保土ケ谷

○ 第三京浜において、料金水準を引き上げた後、交通量はR元年度までに約5％減少。この減少幅は、並行
する国道246号や首都高速横羽線と同程度に留まっている。

（台/日）

（台/日）

（台/日） （台/日）

○玉川～京浜川崎付近において渋滞が多発

※料金は普通車の例
※旧料金、対距離は消費税率8％
※現料金上段は消費税率10％（R元.10以降の料金）

下段（）は消費税率8％（H28.4-R元.9までの料金）

＜凡例＞
旧料金→現料金

（距離）

H27年度比▲約3%

H27年度比
+約6%

H27年度比
▲約3%

京浜川崎

つづき

つづき



③横浜横須賀道路の料金の見直し

狩場 逗子

釜利谷
JCT

別所 佐原 浦賀日野 港南台 朝比奈 横須賀 衣笠
馬堀
海岸

③ 狩場⇔並木（16.2km)

現料金

690円
（680円）

旧料金 対距離

820円
680円
(▲140円）

② 狩場⇔横須賀 (21.3km)

現料金

750円
（740円）

旧料金 対距離

930円
800円
(▲130円）

金沢自然公園 堀口能見台 並木

① 狩場⇔馬堀海岸 (32.8km)

旧料金 対距離

1,440円
1,100円
(▲340円）

現料金

970円
（950円）

①
②

③

※従前の料金よりも高額となる区間については、当面、激変緩和措置として従前の料金に据置き
※料金は普通車の例
※旧料金、対距離は消費税率8％
※現料金上段は消費税率10％（R元.10以降の料金）

下段（）は消費税率8％（H28.4-R元.9までの料金）

④

④ 狩場⇔日野 (7.7km)

現行 対距離

360円
410円
(＋50円）

現料金

360円
（360円）

38

○ 狩場～朝比奈間を高速自動車国道の大都市近郊区間、朝比奈～馬堀海岸間を普通区間の料金水
準としつつ、深夜割引・休日割引の財源を活用して、朝比奈～馬堀海岸間の料金水準を引下げ、全
線を利用した場合の料金を950円とした。

○ 他区間や他車種の料金は、狩場～朝比奈・朝比奈～馬堀海岸間の料金水準、車種間比率に応じて
設定。

ま ぼり

ま ぼり

ま ぼり

ま ぼり

ま ぼり

きぬがさず し

かま り や

のうけんだい



27,754 27,229 26,846 26,546 26,321 
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H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

33,231 35,053 34,255 33,766 34,069 

0
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10,000

15,000
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35,000

40,000

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

〔b〕 国道16号（安浦付近の断面）

〔b〕国道16号（安浦）

〔a〕横浜横須賀道路（狩場～馬堀海岸）

H27年度比
＋約3%

H27年度比
▲約5%

※各年度11月の全日平均を比較
※トラカンデータによる集計

③横浜横須賀道路の料金の見直しの評価

1,440円→970円
（950円）

（32.8km）

衣笠

狩場

馬堀海岸
ま ぼり

きぬがさ

○ 横浜横須賀道路において、料金水準の引き下げの結果、交通量はR元年度までに約3％増加。
○ 一方、並行する国道16号において、交通量は減少傾向。

（台/日）

（台/日）

※料金は普通車の例
※旧料金、対距離は消費税率8％
※現料金上段は消費税率10％（R元.10以降の料金）

下段（）は消費税率8％（H28.4-R元.9までの料金） 39

＜凡例＞
旧料金→現料金

（距離）

〔a〕 横浜横須賀道路（横須賀－衣笠間の断面）

横須賀

ま ぼり

きぬがさ



④京葉道路の料金の見直し
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○ 高速自動車国道の大都市近郊区間の料金水準を基本とした。ただし、当面、激変緩和措置として
高速自動車国道の普通区間を目安に料金水準を設定することとした。

○ 地域内利用の場合は、ＥＴＣ車を対象に、当面、旧料金に据置く。
○ 各区間における他車種の料金は、普通車の料金をもとに、車種間比率に応じて設定。

※地域内利用とは、京葉道路内のインターチェンジ間の利用、または東関東道・千葉東金道路・館山道・外環道との利用を言う。京葉道路と首都高速を連続して利用する場合は、地域内利用には該当しない。

※料金は普通車の例
※旧料金、対距離は消費税率8％
※現料金上段は消費税率10％（R元.10以降の料金）

下段（）は消費税率8％（H28.4-R元.9までの料金）

※ETC車の例

車種別料金例 （篠崎～船橋）

京葉JCT

京葉道路

船橋 幕張篠崎

宮野木
JCT

東
関
東
道

千
葉外

環

首都高速
錦糸町

旧料金
（ETC）

旧料金
（非ETC）

640円 740円

②篠崎⇔船橋
（地域内利用）

旧料金
（ETC）

旧料金
（非ETC）

130円 130円

旧料金
（ETC）

旧料金
（非ETC）

250円 250円

現料金
（ETC）

現料金
（非ETC）

650円
（640円）

650円
（640円）

現料金
（ETC）

現料金
（非ETC）

250円
（250円）

360円
（350円）

現料金
（ETC）

現料金
（非ETC）

130円
（130円）

230円
（230円）

③篠崎⇔幕張
（地域内利用）

首都高速

②

①

③

旧料金
（全車）

現料金

ETC(右記除く)
・非ETC

ETC
(地域内利用)

軽 130 180
（180）

100
（100）

普 130 230
（230）

130
（130）

中 130 280
（270）

150
（150）

大 190 380
（370）

210
（210）

特大 440 630
（620）

350
（340）

単位：円
①錦糸町→船橋

（首都高速との連続利用）
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④京葉道路の料金の見直しの評価

130円→230円

篠崎

〔a〕首都高速
－京葉道路接続部

穴川

船橋本線料金所

幕張

貝塚
渋滞常襲区間

渋滞多発区間

10kmの渋滞が毎日発生する

程度に相当

10kmの渋滞が週1回以上発生

する程度に相当

（2019年1月～12月の実績）

蘇我

原木

○ 首都高速との連続利用において、京葉道路の料金水準は高速自動車国道の普通区間並みとなった
が、交通量（首都高速-京葉道路接続部）は概ね変動なし。

○ 京葉道路の地域内利用は料金水準が据置かれており、船橋本線料金所－穴川間における地域内
利用の交通量は概ね変動なし。

ばらき

41

＜〔a〕の一例＞京葉道路の利用分
（篠崎～蘇我 【首都高速との連続利用】 ）

750円→870円
（850円）

（31.7km）

500円→500円
（500円）

（18.2km）

＜〔b〕の一例＞京葉道路
（原木～穴川 【地域内利用】 ）

※料金は普通車（ETC車）の例

※旧料金は消費税率8％
※現料金上段は消費税率10％（R元.10以降の料金）

下段（）は消費税率8％（H28.4-R元.9までの料金）

＜凡例＞
旧料金→現料金

（距離）

3,756 3,772 3,683 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

H27.11 H28.11 H29.11

〔b〕 船橋本線料金所－穴川間【地域内利用】のOD交通量
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H27年度比
▲2%

（首都高速を連続利用していない交通のみ）

（台/日）

H29年度H28年度H27年度

※ETCデータより集計（両方向） ※各年度11月の全日平均を比較
※船橋本線料金所は、篠崎・京葉市川・原木・船橋の発着の合計

〔a〕 首都高速－京葉道路接続部の交通量
（首都高速の利用距離が18～22km（距離別料金（旧料金）と 対距離料金（現料金）で料金水準が概ね等しくなる距離帯）である交通のみ）

※ETCデータより集計（両方向） ※各年度11月の全日平均を比較
※京葉道路との接続部から18～22㎞にある首都高速の出入口を発着する交通のみを抽出
※都心流入割引適用車を除く

H27年度比
＋2%

三郷南

高谷JCT

H30.6
千葉外環開通

（台/日）
H30.6

千葉外環開通H28.4～
新たな料金の導入



※東京外環（東名ＪＣＴ（仮称）～大泉ＪＣＴ）の開通に伴う延伸距離に応じて、上限料金を1,320円へと引き上げ。
※料金は普通車の例、旧料金は消費税率8％、現料金は消費税率10％として表記。

⑤外環道の料金の見直し

42

○ ETC車については、高速自動車国道の大都市近郊区間の料金水準を基本とし、対距離制とした。ただし、激変緩
和措置として当面の間は上限料金及び下限料金を設定。

○ 外環道と放射高速道路との１JCT間（関越（大泉JCT）～東北道（川口JCT）等）の利用について、ETC車を対象
に、激変緩和措置として旧料金に据置く。

○ 非ETC車については、均一料金制を継続し、ETC車の最大料金を適用。ただし、和光・和光北→大泉JCT等の、
端末方向への短距離利用については、別途料金を設定。

○ 外環道の料金は、他の道路とは別に計算する（利用1回あたりの固定額（ターミナルチャージ）を別途課す）。

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

和光
（3.2km）

川口JCT
（17.5km）

三郷南
（33.5km）

(円)

1, 760円

上限料金

下限料金

ETC車

1,040円

旧料金
510円

大泉JCT
（0.0km）

非ETC車
1,040円

旧料金

高速自動車国道料金（大都市近郊）

非ETC車

ETC車

高谷JCT
（49.0km）

市川北
（41.0km）

ETC車

1,000円

ETC車

760円

ETC車

520円

美女木JCT
（8.3km）

大泉JCTを入口とする場合の料金例

草加
（22.2km）

ETC車

670円

三郷JCT
（29.4km）

京葉JCT
（45.6km）

ETC車
270円

ETC車

430円
外環道と放射高速道路との1JCT間は

旧料金に据置き

千葉外環開通前
（～H30.6）の

上限料金

川口西
（13.8km）

ETC車

520円



149,399 153,414 155,540 

205,822 211,124 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000
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⑤外環道の料金の見直しの評価

○ 料金見直し前後で、外環道全体の利用台数は概ね変動なし。
○ 距離帯別の利用台数について、料金が引き下げられた短距離利用は増加。一方、料金が引き上げられた長距離

利用は減少。
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H30.6
千葉外環開通

H29.2
圏央道（境古河～つくば中央）

開通
料金見直し

（台/日）

○外環道の利用台数

H28年度比
＋約1％

※NEXCO東日本のホームページより
※各年度11月の全日平均を比較

○外環道の距離帯別利用台数

17,957 

45,566 

29,467 

15,073 

17,684 

6,144 

19,713 

45,505 

30,346 

14,483 

16,060 

5,916 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

0～6km 6～12km 12～18km 18～24km 24～30km 30km～36km

H28年度 H29年度

+10%

+3%

▲4%

▲9%

横ばい

※ETCデータより集計（外環道の全ICペア間）
※各年度1月の全日平均を比較
※H28年度1月は個別ICでの集計を開始した1/11以降の期間で集計
※H29年度はH28年度と時期を合わせるため1/11以降の集計としたほか、大雪の日(1/22-25)を除外

▲4%

利用距離

利用台数（台/日）



⑥中央道(高井戸～八王子)の料金の見直し

（注）都心通過とは、中央道を利用し、首都高速道路や外環道を経由して、東北道など放射高速道路を利用することをいう。なお、中央道、首都高速道路または外環道内で一定時間内
に乗り直して、放射高速道路を利用した場合も、都心通過したものとみなす。

八王子JCT 国立府中 稲城 調布 高井戸八王子 府中
スマート

（圏央道）

（首都高速）

③

① 八王子⇔高井戸（25.8km)

旧料金 対距離

620円
980円
(+360円）

③ 八王子⇔調布 (18.1km)

旧料金 対距離

620円
740円
(+120円）

④上野原⇔調布 (42.6km)

旧料金 対距離

1,430円
1,390円
(▲40円）

現料金
（ETC）

現料金
（非ETC）

630円
（620円）

1,000円
（980円）

現料金
（ETC）

現料金
（非ETC）

1,420円
（1,390円）

1,830円
（1,790円）

現料金
（ETC）

現料金
（非ETC）

630円
（620円）

1,000円
（980円）

①

④

上野原

② 八王子⇔高井戸（25.8km)都心通過（注1）

旧料金 対距離

620円
980円
(+360円）

現料金
（ＥＴＣ）

（都心通過）

現料金
（非ＥＴＣ）
（都心通過）

1,000円
（980円）

1,000円
（980円）

②
都心通過
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○ 高速自動車国道の大都市近郊区間の料金水準とし、均一料金制から対距離制へ移行した。ただし、都心を
発着する交通については、ETC車を対象に、当面、激変緩和措置として旧料金（620円）を上限料金とした。

○ 上記にかかわらず、高井戸～八王子の区間では、非ＥＴＣ車はＥＴＣ車の最大料金（980円）とした。
○ 他車種の料金は、普通車の料金をもとに車種間比率に応じて設定。

※料金は普通車の例
※旧料金、対距離は消費税率8％
※現料金上段は消費税率10％（R元.10以降の料金）

下段（）は消費税率8％（H28.4-R元.9までの料金）



0

3,000

6,000

9,000
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15,000
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〔a〕中央道（八王子～高井戸）

⑥中央道の料金の見直しの評価
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620円→630円
（620円）

（25.8km）

※ETCデータより集計（片方向） ※各年度11月の全日平均を比較

620円→1,000円
（980円）

（25.8km）

八王子
高井戸

〔b〕中央道
（八王子～高井戸【都心通過】）

八王子

高井戸

渋滞常襲区間

渋滞多発区間

10kmの渋滞が毎日発生する

程度に相当

10kmの渋滞が週1回以上発生

する程度に相当

（2019年1月～12月の実績）

国立府中

調布

○ 八王子－高井戸間のETC利用において、料金水準は変わらないが、交通量はR元年度までに約12％増加。
○ 都心を通過する八王子－高井戸間の利用において、料金水準が引き上げられた結果、交通量は減少傾向

となっており、R元年度までに約30％減少。一部交通が圏央道経由へ転換したものと考えられる。

※料金は普通車（ETC車）の例

※旧料金は消費税率8％
※現料金上段は消費税率10％（R元.10以降の料金）

下段は（）消費税率8％（H28.4-R元.9までの料金）

＜凡例＞
旧料金→現料金

（距離）

0
200
400
600
800

1,000
1,200

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

1,108
778 H27年度比

▲約30%

1,058 979 920

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

〔b〕 八王子→高井戸【都心通過】のOD交通量（台/日）

H28.4～
新たな料金の導入

（参考）八王子→東北道【圏央道経由】のOD交通量

0

200

400

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

222
389

H27年度比
＋約75%345 380 349

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

（台/日）

H28.4～
新たな料金の導入

府中スマート

〔a〕 八王子→高井戸・調布・府中スマート・国立府中のOD交通量計

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

11,551 12,521 12,82012,808 12,936
H27年度比
＋約12%

（台/日）

H28.4～
新たな料金の導入

※高井戸で首都高速を連続利用し、首都高速または外環道の出口で降りる場合も含む



⑦圏央道の料金の見直し
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○ 割高であった西側区間を含めて、高速自動車国道の大都市近郊区間の料金水準に引き下げた。
○ 他の道路と連続利用する場合、利用１回あたりの固定額（ターミナルチャージ）は他の道路と併せて１回分とした。
○ 更に、環状道路としての機能を有効に活用するため、ＥＴＣ2.0搭載車を対象とした料金割引を追加。

（１）圏央道の料金水準を約２割引（普通区間水準の24.6円/km）とする。
（２）圏央道利用分を大口・多頻度割引の「割引対象一般有料道路」の範囲に加える。

②
①

入間

境古河

神崎

① 入間⇔境古河(62.1km)

現料金
（ETC・非ETC）

2,180円
（2,140円）

旧料金

2,310円
つくば中央

② つくば中央⇔神崎 (34.4km)

対距離

1,260円
（▲30円）

現料金
（ETC・非ETC）

1,280円
（1,260円）

③ あきる野⇔日の出 (2.0km)

旧料金

100円

現料金
（ETC・非ETC）

100円
（100円）

あきる野

日の出③

※旧料金よりも高額となる区間については、当面、激変緩和措置として旧料金に据置き（松尾横芝～東金間の車種区分・車種間比率変更による料金の変更を除く）。
※料金は普通車の例
※旧料金、対距離は消費税率8％
※現料金上段は消費税率10％（R元.10以降の料金）

下段（）は消費税率8％（H28.4-R元.9までの料金）

現料金
（ETC2.0）

100円
（100円）

現料金
（ETC2.0）

1,850円
（1,810円）

現料金
（ETC2.0）

1,100円
（1,080円）

対距離

230円
（+130円）

旧料金

1,290円

対距離

2,140円
（▲170円）

さかい こ が

さかい こ が

いるま

いるま
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※各年度11月の全日平均を比較

圏央道（総通行台数）

⑦圏央道の料金の見直しの評価

H28.4～
新たな料金の導入

〔a〕 圏央道（入間－境古河間のOD交通量）

2,310円→2,180円
（2,140円）

（62.1km）

〔a〕圏央道（入間～境古河）

H29.2～
圏央道（境古河～つくば中央）

開通

115
161

132 123 119

料金引き下げ
による交通量増

＋約40％

境古河～つくば中央の開通により
境古河ICから下りる交通量減
▲約18％

入間

境古河
（台/日）

H27年度比
＋約29%

※ETCデータより集計（両方向） ※各年度11月の全日平均を比較

○ 料金水準の引き下げとネットワークの進展（H29年に境古河ーつくば中央が開通し、神奈川県から千葉県ま
で開通）により、圏央道の通行台数はH27年度以降増加し続け、R元年度までに約３割増加。

○ 入間－境古河間では、料金引き下げにより、OD交通量は増加（H27年度→H28年度に約４割増）。
○ 同様に、相模原愛川－青梅間では、料金引き下げにより、OD交通量はR元年度までに約４割増加。

※料金は普通車（ETC車）の例

※旧料金は消費税率8％
※現料金上段は消費税率10％（R元.10以降の料金）

下段（）は消費税率8％（H28.4-R元.9までの料金）

＜凡例＞
旧料金→現料金

（距離）

H28.4～
新たな料金の導入

H29.2
圏央道（境古河～つくば中央）開通

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

（台/日）

284 347 349 369 401 

0

100

200

300

400

500

H27年 H28年 H29年 H30年 R元年

（台/日）
〔b〕 圏央道（相模原愛川－青梅間のOD交通量）

H27年度比
+約41%

H28.4～
新たな料金の導入

H29.2
圏央道（境古河～つくば中央）開通

〔b〕圏央道（相模原愛川～青梅）

1,600円→1,370円
（1,340円）

（37.1km）

青梅

相模原愛川
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H27年度比
＋約4%

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

さかい こ が

さかい こ が

お うめ

おうめ

さかい こ が

お うめ

さかい こ が

いるま

いるま

さかい こ がいるま おうめ

つくば中央



⑧首都圏内の車種区分の整理・統一

5車種（暫定）
H28.4～

軽自動車等 0.8

普通車 1.0

中型車 1.07

大型車 1.65

特大車 2.14

5車種
R3.4～(予定）

軽自動車等 0.8

普通車 1.0

中型車 1.2

大型車 1.65

特大車 2.75

48
※ 京葉道路、千葉東金道路、新湘南バイパスについて、３車種から５車種に整理、統一

５車種区分に
整理・統一

※

2車種
S37.12～

普通車 1.0

大型車 2.0

【首都高速の車種区分】
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90%

100%

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

（旧）普通車 （旧）大型車 軽自動車等 普通車 中型車 大型車 特大車

⑧車種区分の整理・統一の評価

首都高速（利用距離：18～22km）の車種間比較
※18～22kmの距離帯において、距離別料金（旧料金）と 対距離料金（現料金）で料金水準が概ね等しくなる
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H27年度比
＋約0.3ポイント

※各年度の全日平均を比較
※R元年度は新型コロナウイルス感染症の影響が含まれる

H27年度比
－約0.3ポイント

○ 首都高速の車種毎の交通について、車種区分の整理の結果、旧大型車区分（大型車＋特大車）の
交通の割合は概ね変動なし。

894，89.1%
701，67.6% 707，66.8% 728，66.4% 752，65.6%

84，7.9% 90，8.2% 107，9.3%

109，10.9%

140，13.5% 146，13.8% 154，14.0% 160，13.9%

101，9.7% 105，9.9% 108，9.8% 113，9.9%

15，1.4% 17，1.6% 17，1.5% 15，1.3%

単位：（交通量[百台/日]，交通量比率）

計：11.2％

計：88.8％

80，7.7%



２－２．シームレスな料金体系
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起終点を基本とした継ぎ目のない料金の実現

料金

圏央道経由都心経由

都心経由の
料金

引下げ

圏央道経由の
料金

5,140円
4,000円

厚木→桜土浦
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○ 道路交通や環境等についての都心部の政策的な課題を考慮し、圏央道の利用が料金の面におい
て不利にならないよう、経路によらず、起終点間の最短距離を基本に料金を決定。

（圏央道経由の料金＞都心経由の料金 ： 圏央道経由の料金を引下げ）
○ 都心経由の方が高い場合には、都心経由の料金は引下げない。

※消費税率10％

厚木

桜土浦
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首都高速経由 圏央道経由 所要時間差【首都高速経由-圏央道経由】※「距離」「所要時間」「料金（ETC料金）」はNEXCO東日本ホームページより
※料金は普通車（ETC車）の例

98.9km、75分
3,330円

(厚木ＩＣ⇔久喜ＩＣ)

99.5km、77分
3,610円

(厚木ＩＣ⇔久喜ＩＣ)

77% 87% 88% 88% 90%

23% 13% 12% 12% 10%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

圏央道経由 首都高経由 その他

H28.4～
新たな料金の導入

（1,860台/日）
（2,491台/日）（2,233台/日）

（557台/日）
（345台/日） （266台/日）

（2,324台/日） （2,392台/日）

（304台/日） （341台/日）

圏央道経由
が速い

首都高速
経由が速い

所
要
時
間
差(

分)

経
路
選
択
率

○圏央道の外側を発着する交通の経路選択＜東名⇔東北道＞

○経路選択と所要時間差＜東名⇔東北道＞

※ETCデータ（R元.11の平日平均）から経路選択率を算出
※トラカンデータ（R元.11の平日平均）から海老名JCT～久喜白岡JCTの所要時間を算出

新たな料金導入により、圏央道を賢く利用
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○ 東名⇔東北道間では、新たな料金の導入後、圏央道利用の割合が約９割まで増加。
○ 圏央道利用の所要時間は、夜間において首都高速利用と概ね同じだが、昼間において首都高速利

用より短くなっており、圏央道利用を選択する割合の増加に寄与。

※ETCデータより集計（両方向） ※各年度11月の全日平均を比較

圏央道経由が速く、圏央道利用の割合が高くなっている

R元年度

首都高速経由
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首都圏の都心通過交通が減少

○首都圏の都心を通過する主な交通の状況

※ETCデータより集計（両方向）
※各年度11月の全日平均を比較
※都心通過とは、東名高速や東北自動車道等の国土開発幹線自動車道である放射高速道路間の往来のうち、

首都高速を経由・通過する利用のこと
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首都圏全体の都心通過交通

うち東名⇔東北道の都心通過交通 うち中央道⇔東北道の都心通過交通

53

○ ネットワーク整備と相まって、首都圏全体で都心通過交通は約２割減少（２５％減少）。
○ 東名⇔東北道間の都心通過交通は約１割減少（１４％減少）、中央道⇔東北道間の都心通過交通も

約１割減少（１２％減少）するなど、都心の交通環境の改善に寄与。
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中央環状線
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首都高速の渋滞

平均旅行速度20km/h以下

平均旅行速度40km/h以下

（2019年1月～12月の実績）

高速道路の渋滞

渋滞常襲区間

渋滞多発区間

10kmの渋滞が毎日発生

する程度に相当

10kmの渋滞が週1回以

上発生する程度に相当

（2019年1月～12月の実績）

京葉道路（上り）幕張付近<４車線>

中央道（上り） 小仏トンネル付近<４車線>

・東名高速（上り）大和トンネル付近<６車線>

関越道（上り）高坂ＳＡ付近<６車線>

中央道（下り） 相模湖付近<４車線>

⇒付加車線整備中

⇒付加車線整備中

⇒付加車線整備中

⇒大和トンネル付近：付加車線整備中

⇒付加車線整備中
（貝塚TN付近）

三鷹ＢＳ<４車線>

⇒線形改良および付加車線整備中

道
路

央
環

状

中
京葉

道
路

葉千
東金道路

首都圏の渋滞状況

※渋滞ランキングは平成31・令和元年のもの

全国ワースト３０位の渋滞損失が発生

休日を中心に
渋滞損失が発生

休日を中心に
渋滞損失が発生

全国ワースト１位の渋滞損失が発生

全国ワースト２位の渋滞損失が発生

全国ワースト１３位の渋滞損失が発生

休日を中心に渋滞損失が発生

東京湾アクアライン<４車線>
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○ 首都圏の高速道路においては、圏央道の開通などネットワーク形成が進捗する一方で、依然とし
て、交通集中による渋滞が発生。



■首都高速の渋滞発生時間ランキング（H30年度平日１日当たり）

■世界主要都市との比較（平均渋滞レベル）

＜参考＞世界の大都市との渋滞状況の比較

東京は世界の大都市と
比較して低いランク

出典：TOMTOM Traffic 
Index 2019

数字：渋滞損失時間／
渋滞がない状態の
移動時間（％）

⑤

①

⑥

⑨

④

⑩

⑧

⑦

②

③

■首都高速の主要渋滞ポイント

池尻は１日の１/２
箱崎は１/３が渋滞

［時間/日］

※渋滞（速度20km/h以下）発生時間を集計 首都高速道路㈱調べ

出典：第３回首都高都心環状線の交通機能確保に関する検討会資料

首都高速の渋滞状況
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○ 首都高速においては、都内を中心に、依然として慢性的な渋滞が発生。
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○ 時間帯による交通量や渋滞状況に偏りが存在。

（台）
渋滞損失時間

（台・h）

R元

R元


